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牧野ウーヴェ教授

「アイヌ研究」

Makino  Uwe

法学部（基礎演習ゼミ）

　

ド
イ
ツ
出
身
で
、
法
学
部
（
ド
イ
ツ
語

部
会
）
で
教
鞭
を
と
る
牧
野
ウ
ー
ヴ
ェ
先

生
は
、
こ
と
し
の
夏
休
み
に
基
礎
演
習
ゼ

ミ
の
ゼ
ミ
生
２
人
を
伴
っ
て
、
北
海
道
で

二
泊
三
日
の
課
外
授
業
を
行
っ
た
。
今
回

は
『
講
義
の
風
景
』
の
番
外
編
と
し
て
、

北
海
道
で
の
牧
野
ゼ
ミ
の「
ア
イ
ヌ
研
究
」

を
と
り
あ
げ
た
。

白
老
町
で
バ
ー
ド
の
足
跡
辿
る

　

牧
野
ゼ
ミ
の
北
海
道
で
の
課
外
授
業
は
、

８
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
二
泊
三
日
で

行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
、
牧
野
先
生
と
、

ゼ
ミ
生
の
法
学
部
２
年
、
新
家
谷
俊
之
さ

ん
（
成
城
高
校
出
身
）
と
、
同
じ
く
法
学

部
２
年
、
村
崎
菜
々
子
さ
ん
（
十
文
字
高

校
出
身
）
の
３
人
。

　

ゼ
ミ
で
イ
ギ
リ
ス
人
旅
行
作
家
の
イ
ザ

ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
著
作
を
読
ん
で
い
た
関

係
で
、
バ
ー
ド
が
旅
し
て
著
し
た
北
方
先

住
民
族
の
ア
イ
ヌ
を
研
究
テ
ー
マ
に
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
は
、

明
治
時
代
の
北
海
道
や
東
北
地
方
を
書
い

た
旅
行
記
『
日
本
奥
地
紀
行
』
な
ど
を
著

し
た
人
物
。
同
著
は
、
ア
イ
ヌ
の
生
活
を

紹
介
し
て
お
り
、
明
治

時
代
初
期
の
ア
イ
ヌ
文

化
を
知
る
唯
一
の
文
献

と
な
っ
て
い
る
。

　

８
月
４
日
早
朝
、
羽

田
空
港
か
ら
飛
行
機
で

旅
立
っ
た
一
行
３
人
は
、

新
千
歳
空
港
に
到
着
後
、
早
速
、
ア
イ
ヌ

の
大
集
落
が
あ
っ
た
白
老
町
に
向
か
っ
た
。

苫
小
牧
市
と
登
別
市
に
接
し
た
白
老
町
に

は
、
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
が
ア
イ
ヌ
研
究

で
旅
し
た
足
跡
を
示
す
看
板
が
あ
り
、
そ

れ
を
見
る
の
も
目
的
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。

　

白
老
町
に
着
き
、
観
光
協
会
セ
ン
タ
ー

で
ア
イ
ヌ
に
つ
い
て
詳
し
い
人
の
紹
介
を

求
め
た
一
行
は
、「
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド

の
道
を
巡
る
会
」
会
長
の
新
岡
幸
一
さ
ん

を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー

ド
の
歩
い
た
道
を
示
す
看
板
を
立
て
た
の

が
新
岡
さ
ん
で
、
看
板
を
み
な
が
ら
新
岡

さ
ん
の
説
明
を
聞
き
、
一
行
は
バ
ー
ド
の

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
旅
行
記
を
読
ん
で

北
海
道
へ
、
ア
イ
ヌ
を
学
ぶ
２
泊
３
日
の
旅

足
跡
を
辿
っ
た
。

ア
イ
ヌ
文
化
伝
え
る
「
イ
オ
マ
ン
テ
」

　

次
に
一
行
が
訪
ね
た
の
は
、
白
老
町
に

あ
る
「
ポ
ロ
ト
コ
タ
ン
」
と
称
す
る
ア
イ

ヌ
民
族
博
物
館
。
こ
の
博
物
館
に
は
、
ア

イ
ヌ
民
族
の
村
が
再
現
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
建
物
内
に
ア
イ
ヌ
文
化
を
紹
介
す
る
展

示
物
が
陳
列
さ
れ
て
い
る
。
無
形
文
化
遺

産
に
も
な
っ
て
い
る
「
イ
オ
マ
ン
テ
」
と

い
う
ヒ
グ
マ
な
ど
の
動
物
の
魂
を
神
々
の

世
界
に
送
り
返
す
と
い
う
儀
式
に
使
わ
れ

る
踊
り
の
一
部
を
実
際
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

村
崎
さ
ん
は
「
イ
オ
マ
ン
テ
は
最
終
的

に
ク
マ
を
殺
す
の
で
、
最
初
は
野
蛮
だ
と

イザベラ・バードが歩い
た道の看板

白老ポロトコタン
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思
い
ま
し
た
。
で
も
私
達
は
肉
な
ど
を
食

べ
て
も
感
謝
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
食
べ
物
を
与
え
て
下
さ
っ
た
神
に
対

し
て
感
謝
す
る
と
い
う
儀
式
を
見
て
、
ア

イ
ヌ
文
化
は
全
て
の
も
の
を
大
切
に
し
て

い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
」
と
い
う
。

　

初
日
の
夜
、
食
事
を
し
な
が
ら
牧
野
先

生
と
普
段
な
か
な
か
で
き
な
い
話
を
し
た

新
家
谷
さ
ん
と
村
崎
さ
ん
は
、
牧
野
先
生

の
、「
意
外
な
一
面
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
い
う
。

「
繋
が
り
を
大
切
に
」
と
牧
野
教
授

　

二
日
目
は
、
苫
小
牧
博
物
館
に
行
っ

た
が
、「
ポ
ロ
ト
コ
タ
ン
」
ほ
ど
の
展
示

物
は
な
か
っ
た
。「
北
海
道
と
言
っ
て
も

必
ず
し
も
ア
イ
ヌ
を

推
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
」
と
新
家
谷

さ
ん
。
続
い
て
一
行

は　

登
別
市
に
あ
る

「
知
里
幸
恵
記
念
館
」

に
行
っ
た
。「
知
里

幸
恵
」
さ
ん
は
、
登

別
市
出
身
の
ア
イ
ヌ

人
で
、『
ア
イ
ヌ
神

謡
集
』
の
著
者
で
知

ら
れ
る
。『
ア
イ
ヌ

神
謡
集
』
は
ア
イ
ヌ

語
の
歌
を
は
じ
め
て

ロ
ー
マ
字
や
ひ
ら
が

な
で
記
し
た
も
の
で
、

言
語
学
者
の
金
田
一

京
助
が
仲
介
し
て
出
版
さ
れ
、
絶
滅
の
危

機
に
あ
っ
た
ア
イ
ヌ
の
伝
統
文
化
の
復
活

に
大
き
く
寄
与
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　

記
念
館
は
「
ポ
プ
ラ
の
木
で
で
き
て
い

い
て
、
と
て
も
居
心
地
が
よ
か
っ
た
」
と

新
家
谷
さ
ん
と
村
崎
さ
ん
。
館
内
で
知
里

幸
恵
さ
ん
の
生
涯
を
学
ん
だ
一
行
は
、
知

里
さ
ん
の
姪
で
、
記
念
館
を
建
て
た
横
山

む
つ
み
さ
ん
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

頭
が
と
て
も
良
か
っ
た
と
い
う
知
里
幸

恵
さ
ん
は
、
高
校
受
験
の
と
き
、
ア
イ
ヌ

だ
と
い
う
理
由
か
ら
、
レ
ベ
ル
の
高
い
高

校
に
進
学
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

行
っ
た
先
の
高
校
で
も
、
厳
し
い
差
別
に

晒
さ
れ
た
が
、
金
田
一
京
助
と
出
会
っ
て
、

『
ア
イ
ヌ
文
化
に
誇
り
を
持
つ
べ
き
だ
』

と
言
わ
れ
、
自
分
が
育
っ
た
ア
イ
ヌ
の
文

化
に
誇
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

「
19
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
」
と
新
家
谷

さ
ん
は
、
知
里
さ
ん
の
短
い
人
生
に
思
い

を
は
せ
た
。

　

こ
の
後
、
登
別
温
泉
に
行
き
、
地
獄
谷

を
見
て
課
外
授
業
は
終
わ
っ
た
。
課
外
授

業
を
通
し
て
、
新
家
谷
さ
ん
は
「
牧
野
先

生
が
『
ア
イ
ヌ
は
人
と
人
の
繋
が
り
を
大

切
に
す
る
文
化
だ
ね
』
と
話
し
て
い
た
こ

と
に
と
て
も
共
感
で
き
、
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
」
と
い
う
。

　

「
北
海
道
で
は
電
車
の
名
前
に
カ
ム
イ

と
い
う
ア
イ
ヌ
語
が
使
わ
れ
て
い
た
り
、

ア
イ
ヌ
を
象
徴
す
る
フ
ク
ロ
ウ
の
銅
像
が

あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
い
う
村
崎
さ
ん
は
、「
ア
イ
ヌ
文
化
は

ま
だ
差
別
が
根
強
い
が
、
徐
々
に
受
け
い

れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し

た
」
と
課
外
授
業
を
振
り
返
っ
た
。

（
学
生
記
者　

堀
滝
登
＝
文
学
部
４
年
）

「知里幸恵記念館」で。左から新家谷さん、村崎さん、牧野教授

アイヌ民族博物館で


